
１  登校時刻

・始業時刻  午前８時２５分（本鈴で教室に着席していなければ遅刻）

・学年朝会  午前８時２５分開始 (８時２５分に集合できていないと遅刻、８時２０分に整列完了）

２  下校時刻

・部活に参加している生徒は、完全下校時刻までに下校すること。

・特に用のない生徒は、すみやかに下校すること。

３  服 装 特別な場合を除き、学校指定の制服で生活する

※衣替えの時期は指定しないが、寒暖や体調に合わせて調整する

  ◇学ランタイプ

    ・制服 冬服：学校指定のもの、白のカッターシャツ

夏服：学校指定のポロシャツ、ズボン

    ・ソックス 白、黒、紺色

    ・ベルト

  ◇セーラータイプ

    ・制服 冬服：学校指定のもの

夏服：学校指定のポロシャツ、ブラウス、スカート

    ・ソックス 白、黒、紺色 

　◇共通事項

　　・肌着 夏服：上半身に着用する肌着はUネック,Vネック、ランニングのみで白・黒・紺・グレー色とする

冬服：丸首、長袖可。黒・紺・グレーを認める。タートルネックは禁止。

　　・通学カバン 学校指定のカバン（名前を書く）※キーホルダーは自分の目印になるものを1つつけてもよい

　　・防寒 ・ストッキング（タイツ、レギンスなど）：着用する場合は、肌の色に近いものか

黒色とする。

・セーター（ベスト・カーデガン）：白・黒・紺・茶・グレーの無地のもの

※タートルネック、トレーナーは不可。

※教室外でセーターのみでの生活は不可。

    ・ｳｨﾝﾄﾞﾌﾞﾚｰｶｰ：学校指定のもの（冬用制服の上に着用可）

　　　　　　　　部活動指定のもの（部活動中、部活動参加の登下校のみ着用可）

    ・靴 白の運動靴（ライン・ひもも白とする。）

※運動に適さない底が平らな靴は不可

４  頭 髪

・自然で清潔なもので、運動や学習に適した髪型とする。

・脱色、染髪、パーマ、整髪料で髪を固める等は禁止。

・前髪は目にかからない程度とし、学習・運動の妨げにならないようにする。

・髪の長さは肩にかからない程度とし、黒・紺・こげ茶色のゴム等で束ねる。

・髪留めのピン等は黒系統とし、必要最小限とすること。

　※幅が極端に広いもの、極端に大きなものは禁止

三木東中学校のきまり
三木市立三木東中学校　

黒で飾りがないもの(装飾品がついていない物、バックルも飾りがなく極端に大きく
ない物)

※あくまでも防寒対策で
あり、制服ではない。

夏は下着が透けない
ように着る

制服からはみ出て正
しい着こなしができな
いため

はみ出ていると正しい制
服の着こなしができない。

制服で過ごすのが基
本セーターは防寒着

すべってケガする危険
がある



５  通 学

    ・通学路 定められた道路を通り、交通ルールを守って登下校する。

    ・自転車通学生 別途定める規則に違反した場合は、自転車通学停止の措置をとる。

    ・登下校時の服装 登下校時は体操服、部活動指定の練習用服でもよい。

６  その他

    ・登校後の外出 登校後は許可なく校外に出ない。

    ・物品等の持込 学校へは、必要以外の金銭や物品を持って来ない。

（スマホ・菓子類・マンガ・ゲーム類・キーホルダーなど

   学習に関係のないものについては一時預かりとし、

　　保護者を通じて返却する。ただし場合によっては没収もある。）

・更衣室のルール ・更衣目的で使用すること。荷物を置きっぱなしにしない。

・基本的に朝8時20分までに施錠、終学活後15分で施錠。

・体育時の更衣は時間によって奇数時間、偶数時間で使い分ける。

・カギは担当する生徒が責任をもって保管すること。

  (１) 制服の着方 だらしない服の着方をしない。身だしなみを整える。

下に着るセーター、肌着が裾（すそ）や袖（そで）から見えないようにする。

  (２) 体操服の着用 制服の下に体操服を下着代わりに着用しない。

（体育の授業等の後、汗を吸った体操服を着たままでは衛生面で問題があります。）

  

  (３) マフラー・手袋 登下校時のみ着用してもよい。

  (４) 靴の履き方 靴はかかとを踏まずきちんと履くこと。

  (５) タオル 使用時以外で目に付くところに出したり、首にかけたりしない。

  (６) 休業日の登校 休業日に登校する場合も制服または指定体操服で登校すること。

　　　◇◇欠席等の連絡◇◇

  ・欠席、遅刻 保護者から事前に学級担任に連絡があること。（８：２５着席）

（午前８時１５分までに連絡する。）

  ・欠課、早退 あらかじめわかっているときは、保護者から事前に連絡があること。

授業途中での急な欠課、早退は本人が担任等に申し出ること。

◇◇生活上のマナー、エチケット◇◇

本人が安全に通れる
道を選んで登校する

安全を確保するため


